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（１）可児御嵩バイパスの事業概要（１）可児御嵩バイパスの事業概要
か　に　　みたけ

１）事業目的

■事業名　　　　　：一般国道２１号　可児御嵩バイパス

■起終点　　　　　：（起点）岐阜県可児郡御嵩町井尻

　　　　　　　　　　　 （終点）岐阜県可児市中恵土

■延長　　　　　　 ：８．０　ｋｍ

■道路規格　　　 ：第３種第１級

■設計速度　　　 ：８０　ｋｍ／ｈ

■車線数　　　　 ：完成４車線（暫定２車線）

■都市計画決定 ：昭和５０年７月（可児市）　　昭和５９年３月（御嵩町）

■事業化 　 ：平成３年度

■用地着手年度 ：平成５年度

■工事着手年度 ：平成１２年度

■全体事業費　 ：約３１０億円

か　に　　みたけ

ぎふけん　　　か　に　ぐん　みたけちょう　　いじり

　ぎふけん　　　か　に　し　　なか　え　ど

２）計画概要

１．可児御嵩バイパスの事業概要

　　一般国道２１号は岐阜県瑞浪市を起点とし、御嵩町、可児市、美濃加茂市、各務原市、

岐阜市、大垣市など岐阜県の主要都市を経て、滋賀県米原市に至る延長１０２．３ｋｍの

東西軸を形成する広域的な主要幹線道路です。

　可児御嵩バイパスは、可児郡御嵩町井尻から可児市中恵土に至る延長８．０ｋｍの国

道２１号のバイパスです。本事業は、次の４点を目的として事業を推進しています。

　　　①　渋滞の緩和

　　　②　交通安全の確保

　　　③　沿道環境の改善

　　　④　地域経済発展の支援　

みずなみ みたけ かかみがはら

みたけ　　　　　いじり かに　　　　　　なかえど

かに　　　　　　　　みのかも
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＜　交通状況　＞

１）慢性的な渋滞が日常的に発生

出典：多治見管内交通量調査
出典：多治見管内交通量調査

２．事業の必要性
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（１）事業を巡る社会情勢等の変化（１）事業を巡る社会情勢等の変化

■一部開通（４．３ｋｍ）により、渋滞ポイントである国道２１号上恵土交差点の渋滞は解
消しましたが、交差する県道多治見八百津線の渋滞は依然解消されていません。

■また、現道多治見白川線の交通量が１．２倍となり、さらに大庭交差点の右左折交通
が１．６倍に増加しています。
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＜歩道及び通学路＞

大庭交差点大庭交差点

御嵩交差点御嵩交差点

　　　　　　：通学路

　　　　　　：歩道整備済区間

　　　　　　：学校（小中高）

可児御嵩ＩＣ

おおにわ

みたけ

２）低い交通安全性

■国道２１号の大部分が通学路に指定されていますが、上下線とも歩道が整備されて

いる区間は４２％であり、整備が遅れています。

■大庭交差点は、交差点死傷事故率が岐阜県平均（１４０件／年・億台・ｋｍ）の２．５

倍となっています。

■大型車の混入率が２１％に達しています。

■一部開通後、バイパスを利用する交通の一部が町道・農道に進入している例もあり

ます。

出典：H12～H14年多治見管内事故調査

＜死傷事故率（交差点）＞
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低い歩道整備率
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２１．３２１．３

(1.7(1.7km)km)

４２．０４２．０

(3.4(3.4km)km)

通学路延長6.5km（82%)

＜歩道整備率（国道２１号）＞

中部地整管内整備率（61%)

■歩道狭小、通学に危険

■朝夕のラッシュ時

通勤する車両で混雑する生活道路。
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：市街化区域

３）要請限度未達成の沿道環境

■一部開通により、騒音値は７３．８ｄＢから７１．０ｄBに改善されましたが、依然として
要請限度（７０ｄＢ）・環境基準（６５ｄＢ）を超過しています。

＜　騒音状況の変化　＞
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４）低い高速道路等へのアクセス性

■可児御嵩ＩＣより西部地域については、東海環状自動車道とのアクセスが容易にな

り物流効率が向上しましたが、工業団地が集積する東部地域についてはアクセスが困

難な状況です。

■一部開通により、沿線に立地する商業施設が増加しており、地域経済の更なる成長
が見込まれる地域です。

＜グリーンテクノみたけの分譲面積と分譲率＞＜可児工業団地の年間工業出荷額＞

＜可児御嵩ＩＣ利用経路図＞
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１）渋滞の緩和
（２）事業の投資効果（２）事業の投資効果

■全線開通により、並行する国道２１号現道の交通量は、現況の13,900台／日から、更
に約８割減少し、2,300台／日になると推計されています。
■また、中間点の端末（古屋敷交差点）が解消し、大庭交差点を経由しバイパスを利用

する交通が減少します。

■渋滞ポイントであった上恵土交差点等主要交差点や交差する県道の渋滞解消を図る

ことができます。

＜国道２１号現道の交通量変化＞ ＜国道２１号現道の渋滞損失時間の変化＞

交通量推計結果より、渋滞損
失時間を算出

渋滞損失時間
（万人・時間／年km）
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コミュニティ道路コミュニティ道路
整備の一例整備の一例

■歩行者優先のみち ■通過車両の走行抑制

２）交通安全の確保

■全線開通後、国道２１号現道の大型車交通量は2,900台／日から90台／日へと約９
割減少すると推計されています。

■ついては、国道２１号現道を安全で使いやすい道路にするために、地域住民ととも

にコミュニティ道路の導入など検討を進めています。

＜国道２１号現道大型車交通量の変化＞

■国道２１号近隣には、御嵩宿などの歴史的資源が豊富に残る

出典：H11センサス
　　　 H17多治見管内交通量調査
　　　 国土交通省交通量推計結果

　　　　　　：通学路

　　　　　　：歩道整備済区間

　　　　　　：学校（小中高）
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３）沿道環境の改善

■全線開通すると、国道２１号現道の交通量が約８割減少することにより、沿道におけ
る夜間の騒音値が５９．９dB（約２割減）にまで減少し、夜間環境基準６５dBを達成しま
す。

■全線開通により、ＣＯ2排出量が約５，０００ｔ／年削減され、周辺の大気が改善しま
す。

■国道２１号現道のコミュニティ道路整備によって、歩行者等にやさしい良好な沿道環

境を創出することが期待されています。

＜国道２１号現道騒音状況の変化（推計値）＞

可児御嵩ＩＣ

騒音測定箇所騒音測定箇所
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出典：H13多治見管内騒音調査
　　　 H17多治見管内騒音調査
　　　 国土交通省騒音予測結果
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４）地域経済発展の支援

■全線開通により、商業施設の更なる立地促進、高速道路へのアクセス性向上等地

域経済の発展に寄与します。

■例えば、既存の工業団地「グリーンテクノみたけ」から可児御嵩ICへのアクセス時間
が現在の１２分より約４割程度改善されるだけでなく、これまで生活道路を通過してい

た大型車がバイパスに転換されます。

グリーンテクノみたけ

21

グリーンテクノみたけから
可児御嵩ＩＣアクセス時間の変化
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Ｈ１０．８分譲開始

Ａ＝３７ｈａ

１２社進出６社操業

可児工業団地可児工業団地

花フェスタ花フェスタ
記念公園記念公園

グリーンテクノみたけグリーンテクノみたけ

整備後

整備前

暫定２車線開通区間

南山台東住宅団地南山台東住宅団地

（２９ｈａ）（２９ｈａ）

ＩＣアクセスが容易



－　１１　－

①事業全体（未開通区間全体）の投資効率性の評価

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

事業費＋維持管理費

＝
４７０億円　＋　２５億円　＋　　７億円

１３２億円　＋　４１億円

＝
５０２億円

１７２億円
＝ ２．９

※未開通の区間における既投資分のコスト及び事業を継続した場合に追加的に必要となる

事業費の合計と追加的に発生する便益を対象として算出した。

②残事業の投資効率性の評価

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

事業費＋維持管理費

＝
４７０億円　＋　２５億円　＋　　７億円

　６９億円　＋　４１億円

＝
５０２億円

　１１０億円
＝ ４．６

※再評価時点までに発生した既投資分のコストや既発現便益を考慮せず、事業を継続した

場合に追加的に必要となる事業費と追加的に発生する便益のみを対象として算出した。

■走行時間短縮便益：可児御嵩バイパスの整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間
価値）から、整備した場合の走行時間費用を減じた差額

■走行経費減少便益： 可児御嵩バイパスの整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・
チューブ費、車両整備費、車両償却費等）から、整備した場合の走行経費
を減じた差額

可児御嵩バイパスの整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人
的損害額、物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、整備した場合の
交通事故による社会的損失額を減じた差額

■交通事故減少便益：

■事　　業　　費　　：可児御嵩バイパスの整備に要する費用（工事費、用地費等）

■ 維 持 管 理 費 ：可児御嵩バイパスを維持するために要する費用（維持費、清掃費、照明
費等）

５）費用便益比（Ｂ／Ｃ）



－　１２　－

（３）事業の進捗状況（３）事業の進捗状況

１）事業の進捗状況及び進捗率

■総延長Ｌ＝８．０ｋｍのうち４．３ｋｍを暫定開通（平成１７年３月及び４月）して

おり、それを含めて事業進捗率は７０％、用地取得率は８６％に至っています。

（平成１７年度末見込み）

■残り３．７ｋｍのうち、０．７ｋｍ区間について改良工事を実施中です。

■残り３．７ｋｍのうち、３．０ｋｍ区間について早期工事着手に向け、平成１６年

度より用地買収を実施中です。

可児市

御嵩町

至
　土
岐

至

豊
田

至

関

至　
岐阜
21

可児御嵩バイパス

東
海
環
状
自
動
車
道

可児御嵩ＩＣ

Ｈ１７年４月

暫定２車線開通

工事中Ｈ１７年３月

暫定２車線開通

用地買収中

可児御嵩バイパス　Ｌ＝８．０ｋｍ
Ｌ＝２．４ｋｍ Ｌ＝１．９ｋｍ Ｌ＝０．７ｋｍ Ｌ＝３．０ｋｍ



－　１３　－

３．事業進捗の見込み

■可児郡御嵩町古屋敷～御嵩町中字尼ヶ池

　　Ｌ=０．７ｋｍは平成１９年度に暫定２車線で開通予定。

■御嵩町中字尼ヶ池～御嵩町井尻

　　Ｌ=３．０ｋｍは引き続き用地買収を継続実施、早期の工事着手を図る。

工事中暫定２車線開通 用地買収中

可児御嵩バイパス　Ｌ＝８．０ｋｍ
Ｌ＝４．３ｋｍ Ｌ＝０．７ｋｍ Ｌ＝３．０ｋｍ

早期の工事着手を目指す

H19年度
開通予定

みたけ　　　　　ふるやしき 　　　　　なか　　　　あまがいけ

いじり　　　　　なか　　　　あまがいけ

可児市

御嵩町

至
　土
岐

至

豊
田

至

関

至　
岐阜
21

可児御嵩バイパス

東
海
環
状
自
動
車
道

可児御嵩ＩＣ



－　１４　－

可児市

御嵩町

至
　土
岐

至

豊
田

至

関

至　
岐阜
21

可児御嵩バイパス

東
海
環
状
自
動
車
道

４．コスト縮減や代替案立案等の可能性
（１）コスト縮減

（２）代替案立案等

　　代替案として考えられる現道の拡幅については、①当該区間の現道沿線に市街地が形成

されており、店舗や住居が連旦していること　②現道沿線に御嵩宿などの歴史・文化的遺産が

点在していること　から大規模な改修や拡幅が困難です。これにより、計画の変更は困難です。

■工事費約１２０億円のうち、約４％のコスト縮減を図っています。

■そのうち、主な縮減内容は、以下の２点です。

　　　・盛土部における補強土壁工法の積極的な活用‥‥約０．３億円

　　　・橋梁形式の変更・・・・約１．１億円

■引続きコスト縮減に努めながら、現計画に基づいて事業を推進します。

逆Ｔ式擁壁
本 線

従来工法による擁壁を補
強土壁へ変更：約2,860m2

本 線

補強土壁

可児御嵩ＩＣ

橋梁形式を細幅箱桁橋に変更：
橋梁延長　約110m

箱断面の細幅化により、箱内構造を簡
略化し、部材数・鋼重塗装面積等を低減。

橋梁形式をPCコンポ橋へ変更：
橋梁延長　約160m

補強土壁

プレキャストPC板を床版型枠の代替と
して設置するPCコンポ橋を採用し、施
工性を向上。

約０．４億円

の縮減約０．３億円

の縮減

約０．７億円

の縮減



－　１５　－

５．対応方針（原案）

事業進捗の見込み

■Ｌ＝０．７ｋｍ　平成１９年度に暫定２車線開通予定

■Ｌ＝３．０ｋｍ　早期の工事着手を図る

以上のことから可児御嵩バイパスの事業を継続する。

■工事費約１２０億のうち、約４％のコスト縮減（主な縮減内容：擁壁構造の変更約０．３億
円、橋梁形式の変更約１．１億円）を実現

■代替案として考えられる現道拡幅は、沿道状況より不可能であり、計画変更は困難

コスト縮減・代替案立案の可能性

平成１２年度の事業評価監視委員会から一定期間（５年間）が経過したことから、以下

の３つの視点で再評価を行いました。

事業の投資効果
■渋滞の緩和

■交通安全の確保

■沿道環境の改善

■地域経済発展の支援

■費用便益比（Ｂ／Ｃ）①事業全体の投資効率性の評価　＝　　２．９　
　　　　　　　　　　　　　　 ②残事業の投資効率性の評価 　＝　　４．６

■平成１７年３月に約１．９ｋｍ、平成１７年４月に約２．４ｋｍを暫定開通

■用地取得率は約８６％（平成１７年度末見込み）

■全体の事業進捗率は約７０％（平成１７年度末見込み）

事業の進捗状況

１）事業の必要性に関する視点

２）事業進捗の見込みの視点

３）コスト縮減・代替案立案の可能性

事業を巡る社会情勢の変化

■慢性的な渋滞が日常的に発生

■低い交通安全性

■要請限度未達成の沿道環境

■低い高速道路等へのアクセス性


